
 

新型コロナウイルス厄災を乗り越えて 
令和2年6月2日 

社長 清水 澄人 

新型コロナウイルス感染症の流行が、我々企業の存立基盤を大きく揺るがしてお

り、経済活動のヒトやモノの流れが世界規模で止まり、一般需要が著しく収縮・

或いは蒸発してしまった。新型コロナによる影響は 1 年半以上続くと考えられ、

世界経済の完全復活には約 3 年が掛るだろうと言われています。既に日本を含め

た欧米などの主要国では、従来の感染防止・遮断、緊急事態宣言やロックダウン

から、ワクチン完成迄は感染拡大の抑制やピークアウト後の緩やかな集団免疫体制の構築を進める対

応方法へのシフトが始まっています。 

この様な状況下でウチヤ社が、この新型コロナウイルス厄災を如何に乗り越えて行くのかを下記3

項目に要約しました。 

 

1. ウチヤ社の新型コロナウイルス感染防止への対応方法 

従来の感染防止対策(検温、マスク着用、アルコール消毒、三密防止、フィジカルディスタンスの確

保、等 )々をワクチンの完成迄は継続、最大で約1年半に及ぶ可能性があります。 

 

2. この厄災に因るウチヤ社のビジネス環境は、第61期(2020年 2月末)は売上高10%の増収と35%

の純利益の創出と好結果になりました。その後、第 62期に入り 3月、4月の売上は大きな落ち込

みはなく、5月に置いて前年同月比で約20%の減収となって来ています。新型コロナウイルス感染

者発生時の緊急工場操業停止に備えて、主要製品の安全在庫(部材及び完成品)は通常在庫に+1ヶ月

を皆さんの協力で確保する事が出来ました。又、これは夏期休暇(売上を在庫で補う)対応にも連動

しています。 

さて、これからは今迄とは正反対のアクションを取る事になります。 

① 世界経済の回復に歩調を合わせて、この在庫を適宜減らす対応に切り替える。 

② 生産体制に関しても、休日出勤の停止や早出や残業の削減を段階的に強化する。 

③ 経費の削減に努める。尚、耐震補強工事は強力に進めます。 

④ 何時でも、顧客殿、安全規格機関、その他の機関、等々の如何なる工場監査や工場訪問者があ

って良い様に徹底した整理整頓を実施することが、ウチヤ社の姿勢を正す意味でも必要で、いつ

如何なる時もウチヤ社は沈着冷静に活動している会社であることの証です。 

 

3. 中長期的な会社の視点 (4年後には売上高29億、利益率10%を確保する) 

(1) 新型コロナ後の世界は一段と競争が激化、企業も個人も厳しい競争になり、勝ち組と負け組が

はっきりする。業界内でも利益が出るのはせいぜい３位まで、大切なのは、極端に売り上げが落

ちても驚かず、きちんと利益が出せるよう工夫が要る。自然淘汰でもある。 

(2) 働き方や人事評価の抜本的な見直しも必要、強い感染力を持つ新型ウイルスの厄災は、事業や

仕事の在り方を変えて行く必要がある。自動化を積極的に推進する。 

(3) 新製品開発と人材教育や新規人材の確保にも力を入れる。 

 

以上 
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